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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　2023年の春も終わるころ、やっと私は「ワンコイ

ン浸水センサ」の情報に触れ、情報収集不足を反省

しました。いまさらながらワンコイン浸水センサを

検索して、国土交通省ホームページで公開している

資料などを見た感想は、「ドラレコや火災報知器のよ

うなもの？」です。

　水位計、というと河川や海岸に設置されているも

のが、頭に浮かびますが、設置箇所は限られていま

す。危機管理型水位計など、比較的低予算で設置で

きるものもありますが、「我が家の近くの川の状況」

がすべてわかる状況ではありません。小さな河川で

あればなおさらです。もし、さらに手軽に設置でき

るセンサがあれば、身近な災害情報、避難のきっか

けとなる精度の高い情報が得やすくなります。ワン

コイン浸水センサはこのような需要に応えるセンサ

でもあります。

　何がワンコインかというと、まずは、大きさです。

各企業が、それぞれの持つ技術で開発したセンサに

は、500円玉くらいの大きさのものも紹介されてい

ます。そして、価格も、将来的には大量生産される

ことで500円程度におさえることを目指しているそ

うです。さらに、電池交換は数年に一度でよい、情

報は無線で通信してケーブルもいらない、というも

のもあり、手軽に設置できるセンサです。

　浸水したかどうかを判断することを重視するの

で、かならずしも一般的な水位計のように浸水深が

測れる必要はありません。段階別の深さが知りたい

場合は、同じ場所に複数、ことなる高さに設置すれ

ばいいということです。

　将来的な設置密度は、一家に一台、とする資料も

あります。これにより、氾濫時にリアルタイムで高

精度の浸水状況が分かるようになります。ホームペ

ージやアプリなどで、自分のいる場所や避難経路上

の危険箇所の浸水状況がわかれば、避難途中の被災、

逃げ遅れ、孤立を防げるでしょう。行政や救助者に

とっては、危険箇所や浸水状況の情報収集のための

時間が短縮でき、適切な避難誘導、救助活動につな

がります。災害後は、敷地内や住家近くのワンコイ

ン浸水センサのデータを使って、被害規模の把握、

復旧対応、災害査定が素早く行われます。迅速な保

険金の支払いにつながることも期待されています。

　わたしたちの身近に、危険性を知らせる住宅用火

災警報器やガス警報器、万が一のことが起きた際の

状況を記録する車のドライブレコーダーがあるよう

に、安全安心な暮らしを守るために、職場や自宅に

ワンコイン浸水センサの設置を検討する日が、もう

すぐ来るようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　岩泉町は、ふれあいらんど岩泉

の再整備へ、施設の利活用検討に

係るサウンディング型市場調査を

実施する。現地見学会の申し込み

は、７月６日まで。７日に現地見

学会を実施する。サウンディング

の申し込み期限は28日で、31日か

ら８月10日にサウンディングを実

施する。提案書の提出期限は、サ

ウンディング実施の３日前までと

なっている。

　主な対話内容は、①事業への参

画意向②運営コンセプトや整備イ

メージ、導入機能③事業内容④地

域連携・賑わい創出⑤その他（具

体的な公募条件の要望など）―と

設定。５項目の全ての回答を求め

るものではない。事業者の公募を

後日行うことがあっても、サウン

ディングへの参加実績が優位性を

持つものではない。

　ふれあいらんど岩泉は、2000年

にオープンした総合型レジャー施

設。同町乙茂地区の道の駅いわい

ずみや楽天イーグルス岩泉球場か

ら小本川を挟んだ南側に位置して

おり、オートキャンプ場やコテー

ジなど、多数の宿泊施設を有して

いる。ステージや遊具広場などを

備え、イベントの開催スペースや

子どもたちの遊び場などに活用さ

れていた。

　同施設は、16年台風10号でパー

クゴルフ場や陸上競技場が被災し

た。同町は台風の被害や施設の老

朽化などを踏まえ、施設全体の再

整備を検討。民間事業者との対話

を通じて、施設全体の再整備方式

や管理運営方式、民間事業者の参

画に係る市場性などを確認し、今

後の事業者公募に向けた参考とす

る。同町では、再整備から運営に

おいて民間の自由な発想を取り入

れることで、効率的な経営や魅力

ある施設としての活用、町全体の

振興につなげたい考えだ。

　同事業で民間事業者が行う業務

範囲は、自由提案施設範囲（南側

斜面地、耕作地、樹林地、元多目

的広場）とオートキャンプ場、コ

テージ村（トレーラーハウスを含

む）、ブルートレイン、センターハ

ウス、遊具広場、駐車場および場

内園路の施設整備（新設および改

修の設計・建設）と、施設全体を

含めた維持管理・運営を想定して

いる。

　主な施設の概要を見ると、▽セ

ンターハウス［管理棟］１棟（延

べ床面積733.63平方㍍、鉄筋コン

クリート造２階建て）▽サニタリ

ーハウス１棟（同243.75平方㍍、

鉄筋コンクリート造１階建て）▽

キャンプ場一般サイト29区画（１

区画当たりの面積100平方㍍）▽

キャンピングカーサイト３区画

（同149平方㍍）▽ブルートレイ

ン日本海（寝台列車宿泊施設）３

両（延べ床面積181.86平方㍍）▽

子どもの丘（遊具広場）１カ所（面

積約1620平方㍍）▽野外ステージ

１カ所（同約65平方㍍）▽農園１

カ所（同約8300平方㍍）－など。

　同町の整備方針によると、施設

の再整備により、エリア全体の誘

客を促進し、交流人口の拡大を図

っていく考え。町民の憩いの場と

しての機能や、子どもの遊び場の

機能を充実させる。将来的な世代

の負担の軽減のため、事業費の圧

縮などの視点を盛り込んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県盛岡広域振興局盛岡審査指導

監は、簡易総合評価落札方式の「農

村地域防災減災事業岩手11期地区

（盛岡管内）ため池耐震性評価業

務委託」を入札した結果、防災技

術コンサルタントが2280万円で落

札した。履行期限は、24年３月１

日までとなっている。（関連６面）

　同業務は、防災重点農業用ため

池に指定された６カ所の農業用た

め池について、レベル１地震動に

対する耐震性評価を行うもの。当

該評価に係る解析諸元の確認のた

め地質・土質調査、測量も合わせ

て実施する。

　対象となるため池は、▽永井沢

溜池（盛岡市永井字永井沢28番地

58号）▽武道上堤（同市芋田武道

54番地）▽黒川沢田ため池（同市

黒川18地割１番地９号）▽大清水

ため池（同市永井百目木２番地）

▽星山溜池（紫波町星山字朝日田

116号）▽堀越堤（盛岡市手代森

４地割80番地16号）－の６カ所。

各池で地質・土質調査、現地測量、

耐震性評価を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　奥州市は、水沢横町の複合商業

施設「メイプル」の取得に向けて、

７月中旬をめどに取得方法などを

決定し、早くて８月上旬に財産取

得議案を提出する意向を示してい

る。議決を得られたならば、本契

約を締結し、購入代金の支払いや

所有権移転登記を経て、市有財産

としての所有・管理を開始する流

れとなる。

　市では、メイプルとその敷地に

ついて、不動産鑑定評価額に基づ

き買収する方向で、取得に関する

補正予算が市議会で可決された。

可決を受け、施設の運営を担って

いた㈱水沢クロス開発の破産管財

人等と取得方法や価格について交

渉するため、市の顧問弁護士と６

月５日付で代理人契約を締結し

た。

　市の代理人と破産管財人等によ

る交渉が行われている段階で、市

では取得価格が不動産鑑定評価額

を下回る額となることを希望。メ

イプルに入居する公共施設等の運

営継続を目的として市が負担した

光熱水費等に関する費用、メイプ

ルに関する不動産鑑定の費用、そ

の他メイプル取得に関し市が負担

した費用を考慮した価格となるよ

う代理人に依頼しているとしてい

る。

　交渉期間としては、メイプルの

活用に関心を持つ企業等との交渉

機会を逸しないよう、７月中旬ご

ろまでを一つの目安とする考えを

示している。

　水沢クロス開発以外の地権者に

ついては、売買価格に固定資産税

相当額が含まれることや取得時期

に応じて当該額が変動することを

踏まえ、破産管財人等との交渉に

一定のめどが立った時期に速やか

に土地の売買に関する仮契約を締

結することを通知している。

　取得については、競売となった

場合、入札に参加し落札できたな

らば権者との仮契約締結。任意売

買となった場合は、破産管財人や

地権者との仮契約締結の流れとな

る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は、水沢地区補足設計業務を

一般競争で入札した結果、セント

ラルコンサルタントの担当に決ま

った。落札金額は1450万円だった。

　今回の業務は、国道４号水沢東

バイパス事業および金ケ崎拡幅事

業の一環として、奥州市水沢真城

～金ケ崎三ケ尻における補足設計

等を行うもの。委託期間は12月28

日までを予定している。

　主な業務内容を見ると、道路詳

細設計一式、一般構造物詳細設計

一式、仮設構造物設計一式など。

延長約0.5㌔の道路詳細設計や、

擁壁８カ所の詳細設計を行う。仮

設構造物の設計は１カ所を行う予

定となっている。

　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は、北上花巻地区道路設計業

務を入札した結果、タックエンジ

ニアリングが1127万円で落札し

た。今回の業務では、富士大学交

差点から花巻東バイパスとの接続

部までの約１㌔について、道路の

詳細設計などを実施する。

　国道４号北上花巻道路は、北上

市村崎野から花巻市山の神までの

延長3100㍍（幅員25.7㍍）。南側は

北上拡幅、北側は花巻東バイパス

と接することから、交通容量を確

保し、幹線道路としての速達性・

交通安全性の向上を目的に整備が

進められている。周辺には工業団

地が複数立地し、世界有数の半導

体企業のほか、多くの企業が立地

を決めていることから、完成すれ

ば一層の物流の効率化が図られ

る。

　2019年度に都市計画決定され、

翌20年度に事業に着手した。一部

で工事に着手し、本格的な工事の

実施に向けて、22年度は用地取得

を中心に事業を進めてきた。今回

の業務は、約１㌔区間の道路詳細

設計で、委託期間は12月28日まで

となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は、一般競争の岩手管内道路

設計業務について入札した結果、

復建技術コンサルタントが落札し

た。落札金額は1920万円。業務で

は、一般国道４号水沢金ケ崎拡幅

と、一関平泉道路の設計を行う。

　案件の主な業務内容を見ると、

道路概略設計（Ｂ）一式、道路予

備設計（Ａ）一式、ダイヤモンド

型ＩＣ予備設計一式など。設計延

長は、道路概略設計（Ｂ）が約４

㌔、道路予備設計（Ａ）が約３㌔。

委託期間は、12月15日までを予定

している。


